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番号 評価 達成度

3.1
Ａ

3.0
Ａ

2.6
Ｂ

3.1
Ａ

2.8
Ｂ

2.7
Ｂ

2.8
Ｂ

2.8
Ｂ

2.8
Ｂ

2.9
Ｂ

2.7
Ｂ

3.2
Ａ

3.4
Ａ

3.1
Ａ

Ｂ2

・危機管理マニュアルの内容を吟
味し、見直しを継続的に進める。
・様々な災害を想定し適時的な避
難訓練を考えるとともに、避難経
路の分散を図り、素早い避難がで
きるようにする。
・見直した業者の緊急連絡メール
システムを効果的に運用する。
・列車不通等へ素早く適切に対応
する。
・感染症の情報を迅速正確に収集
し、早期に適切な対応ができるよ
う体制を整備する。
・保健委員の健康観察の在り方に
ついて継続検討する。
・カウンセリング委員会で情報交
換と支援策を検討するなどし、効
果的に且つ適切に対応する。
・学校生活を送る校舎の美化に努
める意識を育てるため、日々の清
掃活動に丁寧に取り組む。
・各分掌止まりになる生徒個々の
情報を、分掌を越えて共有できる
体制の構築に努める。

興譲館版「未来創造プログ
ラム」による将来の進路希
望を踏まえた探究型学習が
推進されている。

・キャリア教育の一環としての学部エキスパー
ト制により、３年間を見通した指導をする。
・ＴＴＴやＳＳＲ等の体験的な活動をとおし
て、探究的な学びを深める。

達成
概ね達成
やや不十分

不十分

総　　　括

・日常の声掛けや立哨指導等を行うとともに、
交通安全講話や薬物乱用防止教室の実施による
社会のルールを守る態度を育成する。
・マナーアップ運動や交通安全運動を展開し、
端正な服装や挨拶ができる生徒、ルールを守る
態度を育成する。
・各種委員会活動の自主的な活動を推進する。

２　学習環境の整備と健康・安全教育の推進
達成・・・・（3.0以上）
概ね達成・・（2.5以上）
やや不十分・（2.0以上）

・興譲館版ＤＯＣの育
成を目指し、「未来創
造プログラム」を策定
し教育活動を推進し
た。

・授業第一主義を基盤
とする学習指導を徹底
するとともに、探究型
学習を取り入れながら
指導方法の研究と改善
を継続した。

・特に「自己効力」測
定による評価方法の職
員研修を外部講師を招
聘・実施し、理解を深
め知見を共有した上で
教育実践に当たった。

・ＳＳＨ指定第３期２
年目としての事業を対
象生徒を拡大し全校挙
げて推進した。また、
重点枠獲得のために県
教委と連携して再申請
した。

・昨年度に引き続きＳ
ＳＨ校内生徒発表会を
１,２年生全員で行
い、探究的な学びを充
実させ一定の成果を挙
げた。

・設置初年度の探究科
カリキュラムの評価
法、日課などを計画通
りに実施した。

・探究科の動きや探究
的な学びについて、職
員会議などをとおして
随時共通認識を図っ
た。また、地区別学校
説明会を５箇所で継続
実施するなどして、中
学生やその保護者、地
域の方々に理解を深め
てもらった。来年度も
継続実施が望ましい。

・新たな未来創造プロ
グラムを、探究的な学
びやＳＳＨ事業と関連
付けながら実践した。

・未来創造プログラム
を元に全職員が相互に
連携した教育実践が展
開できた。また、各教
員の専門性を生かしな
がら教科横断的な進路
指導が実施できた。

・部活動において、限
られた時間を有効活用
し一定の成果が得られ
た。

・朝の立哨指導を継続
することにより、生徒
理解を深め登校の安全
を確保した。

・メールサービスを有
効活用し、各分掌等で
学校の情報を適時的に
発信した。

・スクールカウンセリ
ングの有効的な活用に
より、生徒理解が深ま
り生徒の適応支援につ
なげた。

・生徒の学校生活実態調査を実施し、充実した
高校生活に資する。
・配慮や支援を要する生徒の情報を学校全体で
共有し、指導に生かす。

・授業研究期間や授業公開日を設定し、相互研
修・指導力向上を図り、生徒の主体的活動を引
き出すよう研修する。
・年２回の生徒による授業評価をとおして、自
己点検を実施する。
・生徒の主体的・対話的で深い学びを引き出す
よう、探究的な学びを推進する。

・カリキュラム編成委員会を適時的に開催し、
点検精査しながら運用する。
・１・２年生全員において、探究的な学びを実
施し評価する。
・年２回の生徒による授業評価をとおして、授
業改善のために授業点検を実施する。
・表現活動推進委員会による朝読書を実施す
る。

平成３０年度　学校評価書　（自己評価・学校関係者評価）　

山形県立米沢興譲館高等学校

目指す生徒像

４　探究型学習の推進

自ら考え主体的に学ぶ姿勢
と「質問力」が育成されて
いる。

・各分掌との連携により、教育課
程をよりよく運営すると共に、教
育課程を検証する。
・ＩＣＴを有効活用した授業の充
実を図る。
・指導力向上を図る教員研修を継
続実施する。
・探究科設置に関わる分掌間の連
携と役割分担を図る。
・授業評価を継続し、授業改善に
資するよう工夫する。
・評価法についての職員研修をさ
らに深める。
・探究型学習を継続研究し、授業
実践等で職員全体で共有する。
・現行教育課程と新教育課程が混
在する期間の教育課程を点検し、
円滑に移行できるよう運営する。
・授業第一主義を徹底する。
・多様な評価を継続する。

・学校いじめ防止基本方針のもと
組織的・計画的な取り組みを推進
する。
・様々な場面での生徒観察を通し
て生徒の状況把握に努める。
・生徒のスマホ・携帯電話利用状
況や環境について理解を深めネッ
ト被害等を防止する。
・特に自転車乗車について、交通
安全のルール・マナーを守るよう
声掛けを継続して行うとともに機
会をとらえて指導する。
・学習、部活動、行事等をとおし
て、生徒がが主体的に活動できる
よう一層の声掛けを行う。
・部活動終了後の切り替えを継続
的に指導し、タイムマネジメント
の徹底を図る。

Ａ

Ｂ

１　自立に向けた生徒指導の展開

生徒課と保健課の連携によ
る生徒自治会活動の充実と
支援を要する生徒の理解が
推進されている。

重 点 目 標

次年度に向けた改善策

3

「自己効力」を高める指導
と評価が実践されている。

３　学力の向上

・清掃箇所を明確にし清掃指導の徹底、用具の
管理の徹底と定期的な衛生用具の点検・補充を
する。
・清掃強化週間を複数回設定し実施する。
・定期的に美化委員による点検活動を実施す
る。

具体的方法と指標・基準

1

自他の命を大切にし、違い
を認める態度の育成ができ
ている。

不十分

生徒の健康安全管理能力の
育成と教育相談体制が充実
している。

タイムマネジメント（４点
固定や生活学習時間調査の
実施等）により生活習慣が
確立されている。

１　自他の生命を尊重し、調和の取れた人間性豊かな生徒
２　謙虚に学ぶ姿勢を身につけ、高い志を持ってその実現に向けて努力する生徒
３　次代のリーダーとして、自立し、世のために尽くそうとする生徒

達
成
度

教科指導力の向上を図る研
修会が充実されている。

・自己効力向上や評価法について、外部講師を
招聘し研修会を複数回実施する。
・ＩＣＴの整備と、有効活用した授業展開を推
進する。
・長期休業期間を活用し、外部研修会等への参
加を推奨する。

・生徒課主管の様々な活動において、良好な人
間関係を構築できるよう話し合いの場を設定す
る。
・各分掌と連携した情報共有と機会を捉えた生
徒状況把握による指導上の諸問題を早期発見す
る。
・アンケートや面談によりいじめの実態を把握
する。
・スクールガード事業やいのちの講話及び各種
講演会等をとおして、いのちの教育を推進す

探究科、普通科のねらいと
生徒の実態を踏まえた教科
指導がなされている。

危機管理体制の整備と施設
設備の安全点検が行われて
いる。

・｢危機管理マニュアル｣の点検と周知徹底を図
る。
・見直したメールシステムを効果的に活用す
る。
・毎月安全点検を実施し、不備へは迅速に対応
する。

校舎内外の清掃の徹底と美
化活動が積極的に行われて
いる。

評　　価　　項　　目

第３期ＳＳＨ研究開発事業
の推進と２年目の実践が効
果的に行われている。

Ａ

６　魅力ある開かれた学校づくり
７　校務情報化の推進

・｢避難訓練｣の効果的な実施により生徒の防災
意識と実践力の向上を図る。
・「保健だより」の発行による心身の健康に関
する話題を提供し、生徒の意識を醸成する。
・効果的な教育相談の実施と適時的なカウンセ
リング委員会を開催する。
・保健委員による健康観察を実施する。

・「スーパーサイエンスハイスクール事業」を
効果的に活用し、体験的な学習活動を充実させ
るととももに、探究的な学びを深める。
・生徒課題研究発表会を全校挙げて実施し、Ｓ
ＳＨ事業の普及を図る。

探究科の教育課程に係わる
中学校・保護者・中学生・
地域の方々への周知が行わ
れている。

・探究科について、地域等へ積極的に普及・広
報する。
・地区別学校説明会の実施をとおして、探究科
及びその取組みについての周知を図る。

意見・要望・評価等

５　進路指導体制の充実・強化

８　教職員倫理の醸成と健康管理や働き方の改善への対応

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価 学校関係者評価

4

・３期目のＳＳＨ指定における事
業を点検・整備するとともに、計
画に沿って実施し、中間評価に備
える。
・ＳＳＨ事業の推進をとおして、
国際的視野が広げられるよう生徒
に還元するとともに、校内組織の
連携の充実を図る。
・生徒の外部研修等への参加を推
奨する。
・探究科の基本的な教育方針等を
職員全体で確認・共有し実践す
る。
・中核教員研修事業を還元すると
ともに、一層の深化を図る。
・探究科と普通科及びＳＳＨ事業
を外部に向けて積極的に発信す
る。
・ユネスコスクール指定に向けた
取組みを実施する。
・高等教育機関・関係教育機関と
は継続的に連携する。
・連携する企業の拡大を図り、連
携の一層の深まりを検討し実践す
る。
・ＥＳＤエキスパート制をとおし
て、探究型学習と進路指導の融合
を図る。

・年間指導計画表による授業点検を行い、生徒
が見通しを持った学習ができるよう学習計画表
を配付する。
・生徒の自己効力が高まるよう、学年団や教科
担当者を中心に生徒面談を行う。
・多様な評価を実践する。

・進学実績を高める具
体的な方策が見えるよ
うにしてほしい。

・他地区から受検者が
増えるような戦略を立
ててほしい。

・卒業生の保護者の評
価も大事にしてほし
い。

・ホームページやフェ
イスブックが情報収集
の要ゆえ、速く更新す
ること。

・郊外にある立地条件
を超えて、本校に行き
たいと思わせる施策が
必要である。

・しっかり社会で通用
するような人材を育て
てほしい。

・探究科には大いに期
待している。

・学校評価のやり方
は、改善策などがしっ
かり考えられている。

・普通科と探究科を別
の視点で考えていくと
よい。

・先生方の研修体制の
充実を図る。

・学習環境の整備を充
実させる。(冷暖房
等）

・生徒の評価で満足度
は高いが、満足してい
ない生徒もいる。その
生徒たちに目を向け
る。

・興譲館だからこその
カリキュラムを作り特
徴づけが必要な時代と
なる。

・教員となる後進の育
成も視野に入れる。

・地元の大学生や留学
生との英語でのコミュ
ニケーションをとる経
験も重要な時代であ
る。

・学校で生徒が行う活
動量が増えている。負
担になるような生徒が
出てこないとも限らな
い。配慮した指導をし
てほしい。

「自己効力」の育成を目指
した学習指導、部活動、学
校行事、生徒自治会活動が
推進されている。

・生徒による学校生活評価と同じくして、自己
効力測定尺度調査を実施し、生徒の情報共有会
議や未来創造会議の資料とする。
・部活動、学校行事、自治会活動等において、
生徒の自主・自立的な企画・運営を図る。
・外部生徒との交流会において、生徒の自主的
な活動を支援する。



2.9
Ｂ

3.4
Ａ

3.1
Ａ

3.0
Ａ

2.9
Ｂ

3.0
Ａ

3.0
Ａ

3.1
Ａ

3.2
Ａ

2.6
Ｂ

2.8
Ｂ

3.1
Ａ

1.9
Ｄ

自己評価及び学校関係者評価の
改善点、他

１　探究科設置２年目における分科後の学校全体での組織的な取組みの展開
２　ＳＳＨ第３期３年目の取組みの充実と中間評価に向けた事業点検とまとめ
３　全教職員の共通理解と認識のもとでの３年間を見通した学習指導・進路指導・生徒指導の展開
４　保護者、地域から信頼され理解されるための情報発信の工夫

8

年間計画作成による教職員
倫理の醸成がなされてい
る。

・倫理委員会を中心として、適時的に綱紀粛正
について触れる。
・管理職から適時的に情報を発信する。

Ｂ

・年間計画の確実な実施により教
職員倫理感の浸透を図る。
・行事・会議等の精選や、事業の
見直しなどにより業務量の縮減を
図る。
・役割の分担化、分散化により業
務量の軽減を図る。

7

・校務支援ソフトを活用し、業務
の効率化を進める。
・グループウエアを立ち上げ、情
報の一元管理を図る。

探究型学習推進委員会及び
ユネスコスクール準備委員
会を立ち上げ、学校全体で
推進されている。

・ユネスコスクール採択に向けて、外部研修会
等へ積極的に参加する。
・ＳＤＧｓを指標として、ＦＳやＳＳＲに取り
組む。

・学校ホームページを見やすくし、職員が更新
しやすくする。
・グループウエアにより、学校内での情報のや
り取りがしやすくなる。

・興譲館版ＤＯＣの育
成を目指し、「未来創
造プログラム」を策定
し教育活動を推進し
た。

・授業第一主義を基盤
とする学習指導を徹底
するとともに、探究型
学習を取り入れながら
指導方法の研究と改善
を継続した。

・特に「自己効力」測
定による評価方法の職
員研修を外部講師を招
聘・実施し、理解を深
め知見を共有した上で
教育実践に当たった。

・ＳＳＨ指定第３期２
年目としての事業を対
象生徒を拡大し全校挙
げて推進した。また、
重点枠獲得のために県
教委と連携して再申請
した。

・昨年度に引き続きＳ
ＳＨ校内生徒発表会を
１,２年生全員で行
い、探究的な学びを充
実させ一定の成果を挙
げた。

・設置初年度の探究科
カリキュラムの評価
法、日課などを計画通
りに実施した。

・探究科の動きや探究
的な学びについて、職
員会議などをとおして
随時共通認識を図っ
た。また、地区別学校
説明会を５箇所で継続
実施するなどして、中
学生やその保護者、地
域の方々に理解を深め
てもらった。来年度も
継続実施が望ましい。

・新たな未来創造プロ
グラムを、探究的な学
びやＳＳＨ事業と関連
付けながら実践した。

・未来創造プログラム
を元に全職員が相互に
連携した教育実践が展
開できた。また、各教
員の専門性を生かしな
がら教科横断的な進路
指導が実施できた。

・部活動において、限
られた時間を有効活用
し一定の成果が得られ
た。

・朝の立哨指導を継続
することにより、生徒
理解を深め登校の安全
を確保した。

・メールサービスを有
効活用し、各分掌等で
学校の情報を適時的に
発信した。

・スクールカウンセリ
ングの有効的な活用に
より、生徒理解が深ま
り生徒の適応支援につ
なげた。

学校のホームページを含む
広報活動は積極的に行われ
ている。

・各課、学年と連携し、ホームページを迅速に
更新する。

・キャリア教育実践プログラムにおける諸指導
の目的を常に確認しながら実施し、ＰＤＣＡを
回しながら指導を確立する。
・難関大学進学指導体制の充実と指導力の向上
を図る。
・ＫＩＴや友于会をとおして、高い志を維持し
た進路指導を実施する。
・地域の医療機関や企業との連携を図り、生徒
のキャリア意識を高揚させる。

校務支援ソフトが導入され
効果的に活用されている。

・生徒の活動記録や学習の記録等を一元管理
し、正確かつ迅速に処理ができる。

Ｂ

5

・生徒面談を随時実施ことにより、生徒の多様
な進路志望へ対応する。
・理数科・教務課を中心に、他分掌との連携を
強化し、ＳＳＨ事業のより一層の推進を図る。
・表現活動推進委員会を中心に、ＳＳＨ事業で
の表現活動の指導を整理したより効果的な指導
体制づくりを推進する。
・各種コンテストへの積極的な参加を勧奨す
る。
・推薦・ＡＯ入試制度を研究し積極的に活用す
る。

・探究科設置及びＳＳＨ継続指定
を反映した、より効果的なキャリ
ア教育を推進する。
・入学初期の学力を踏まえた指導
の在り方を検討する。
・３年間の系統立てた指導の一層
の充実と、志望校決定に向けての
面談等に早期に取り組む。
・推薦、ＡＯ指導を全職員体制で
早期から実施する。
・各種コンテストへの参加を継続
的に推奨する。
・３年間を見通したＥＳＤエキス
パート制を基盤とするキャリア教
育を実践する。
・大学入試改革関連情報を適時的
に発信する。
・推薦・ＡＯ指導と一般入試指導
の適切なバランスに基づいた指導
体制を構築していく。
・生徒未来創造会議」「生徒情報
共有会議」の充実発展を図る。

Ａ

・各種評価の内容を点検・検討す
る。また、方法を確認するととも
に引き継ぎ事項を整備する。
・各種評価による改善事項をまと
め、次年度に繋げる。
・三団体との連携を継続する。
・探究科のＰＲ活動を継続して計
画・実施する。
・ＨＰの速やかな更新を図る。
・進路課通信の発行部数を伸ば
し、より一層の情報提供に努め
る。

Ａ

地域の高等教育機関や企業
と連携した教育が一層推進
されている。

・国際科学技術系オリンピック等へ積極的に参
加する。
・台湾海外研修や留学生によるティームティー
チングなどで国際性を醸成する。
・高大融合協定に基づく山形大学工学部開講講
座を積極的に活用する。
・Diversity-KOJO講座等により米沢栄養大学と
の更なる連携を図る。
・米沢市理科教育センターと連携した取組みを
推進する。
・ＦＳ等の機会を活用し、企業等と積極的に連
携する。

各種評価及び学校関係者評
価委員会が効果的に機能し
ている。

・生徒による年２回の授業・学校生活評価及び
保護者による学校評価、教職員による自己評価
を実施し、授業改善、教育活動へ活用する。
・年２回の学校関係者評価委員会の実施によ
り、助言内容を本校教育活動改善へ反映させ
る。

「生徒未来創造会議」、
「生徒情報共有会議」によ
る全職員共通理解による一
人ひとりの能力を引き出し
育む指導が推進されてい
る。

・年２回ずつの開催により、生徒の情報を全職
員で共有し、個々に応じた進路指導を実践す
る。
・資料を随時閲覧できるようにし、日々の生徒
指導に生かせるようにする。

キャリア教育実践プログラ
ムに基づく高い志を育む指
導と系統的な進学指導が推
進されている。

Ａ6

・事務部と連携し確かな事務処理を遂行する。

個に応じた進学希望を実現
するための組織的支援体制
が充実されている。

4

・３期目のＳＳＨ指定における事
業を点検・整備するとともに、計
画に沿って実施し、中間評価に備
える。
・ＳＳＨ事業の推進をとおして、
国際的視野が広げられるよう生徒
に還元するとともに、校内組織の
連携の充実を図る。
・生徒の外部研修等への参加を推
奨する。
・探究科の基本的な教育方針等を
職員全体で確認・共有し実践す
る。
・中核教員研修事業を還元すると
ともに、一層の深化を図る。
・探究科と普通科及びＳＳＨ事業
を外部に向けて積極的に発信す
る。
・ユネスコスクール指定に向けた
取組みを実施する。
・高等教育機関・関係教育機関と
は継続的に連携する。
・連携する企業の拡大を図り、連
携の一層の深まりを検討し実践す
る。
・ＥＳＤエキスパート制をとおし
て、探究型学習と進路指導の融合
を図る。

教員の多忙化低減や働き方
改革の視点を踏まえた業務
の改善がなされている。

・部活動の複数顧問制により、交替しながら指
導に当たる。
・校務分掌の分担化・分散化により、業務の軽
減を図る。

・進学実績を高める具
体的な方策が見えるよ
うにしてほしい。

・他地区から受検者が
増えるような戦略を立
ててほしい。

・卒業生の保護者の評
価も大事にしてほし
い。

・ホームページやフェ
イスブックが情報収集
の要ゆえ、速く更新す
ること。

・郊外にある立地条件
を超えて、本校に行き
たいと思わせる施策が
必要である。

・しっかり社会で通用
するような人材を育て
てほしい。

・探究科には大いに期
待している。

・学校評価のやり方
は、改善策などがしっ
かり考えられている。

・普通科と探究科を別
の視点で考えていくと
よい。

・先生方の研修体制の
充実を図る。

・学習環境の整備を充
実させる。(冷暖房
等）

・生徒の評価で満足度
は高いが、満足してい
ない生徒もいる。その
生徒たちに目を向け
る。

・興譲館だからこその
カリキュラムを作り特
徴づけが必要な時代と
なる。

・教員となる後進の育
成も視野に入れる。

・地元の大学生や留学
生との英語でのコミュ
ニケーションをとる経
験も重要な時代であ
る。

・学校で生徒が行う活
動量が増えている。負
担になるような生徒が
出てこないとも限らな
い。配慮した指導をし
てほしい。

保護者・地域との連携、社
会参加活動は積極的に行わ
れている。

・保護者向け進路説明会を実施し、情報提供と
啓発活動をすることで連携を図る。
・保護者の本校教育活動への参加意識の高揚を
図り、広報活動やＨＰにより情報を公開する。

説明責任に基づく事務処理
が適切に行われている。

学校ホームページシステム
のリニューアルとグループ
ウエアの立ち上げがなされ
ている。


